
令和７年度３月補正予算（第８号）の概要
（千円）

No. 款 目
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 事業内容 補正理由・効果等

200 既定予算：300

国

県

市債

基金

その他特財 200

0

47,451 既定予算：11,037

国

県

市債

基金

その他特財

47,451

44,287 既定予算：なし

国

県

市債

基金

その他特財

44,287

補正額・財源

企画政策課

事業費

一般財源

総務課

事業費

一般財源

財政課

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

1
総
務
費

企
画
費

57 

地方創生×Ｎ
Ｐ（ネイ
チャーポジ
ティブ）推進
事業

　寄附受納に伴い，講演会等の事業費を追加す
る。

　カブトガニを笠岡市における生物多様性のシンボルとして位置づけ，講
演会やフィールドワーク・ワークショップをとおして，笠岡市の自然環境
を活かした施策の提案や政策提言をしてもらう本事業について，企業から
の寄附を受け，事業費を追加する。
【事業費内訳】講師謝礼　　100
　　　　　　　車船借上料　100
【特定財源】寄附金
【寄附者】中村建設（株）

2
総
務
費

諸
費

61 
過誤納金等還
付金

　返還額の確定に伴い，事業費を追加する。
　過年度に収入した国庫補助金等の返還

【主な返還金】
　生活扶助費等国庫負担金　　　　　　　　　12,189
　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　 7,610

3
総
務
費

財
政
管
理
費

53 
減債基金積立
金

　令和8年度及び令和9年度に交付税算入されるも
のの一部が令和7年度に前倒しで措置されたため，
同額を減債基金への積立てることで，後年度の償
還に備える。

　国の令和7年度補正予算に伴う普通交付税の再算定額のうち，後年度の
臨時財政対策債償還分として措置された額について，減債基金に積立て
る。
【積立額】
　令和8年度償還分の3/4
　令和9年度償還分の1/4

1
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No. 款 目
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 事業内容 補正理由・効果等補正額・財源

348,000 既定予算：なし

国

県

市債

基金

その他特財

348,000

△ 773,910 既定予算：1,245,070

国 △ 834,000

県

市債

基金

その他特財

60,090

83,926 既定予算：6,402

国

県

市債

基金

その他特財 △ 1,120

85,046

11,745 既定予算：なし

国 11,745

県

市債

基金

その他特財

0

事業費

一般財源

事業費

一般財源

公有財産管理課

事業費

一般財源

市民課

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

4
総
務
費

財
政
管
理
費

53 
財政調整基金
積立金

　基金へ積み立てることで，後年度の安定した財
政運営に資する。　財政調整基金への積立金

5
衛
生
費

病
院
費

109 
病院事業会計
補助金

　病院建設事業の再検討に伴い国庫補助金申請等
を中止とし，新病院建設事業費相当分を減額す
る。　新病院建設事業相当分の補助金の減額

6
総
務
費

財
産
管
理
費

55 
公共施設整備
費引当基金積
立金

　今後の庁舎整備など大規模な事業を実施する際
の財源とすることで単年度の多額の一般財源負担
を抑えることができる。

　将来の施設整備や大規模修繕に備えるための公共施設整備費引当基金へ
の積立金

7
総
務
費

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

65 
新
規

振り仮名法制
化対応事業

　国の補正予算により，令和8年度実施予定の事業
費を前倒しで計上する。
　システムの改修により，氏名及び旧氏の振り仮
名業務に必要なデータ連携を行うことができる。

　戸籍法及び住民基本台帳法の改正に対応するため，戸籍システムの改修
を行う。また，住民基本台帳法施行令の一部改正により，戸籍の附票及び
住民票の記載事項に新たに「旧氏の振り仮名」を追加するため，戸籍シス
テム及び住民基本台帳システムの改修等を行う。
【事業費内訳】
　システム改修等委託料　11,745
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No. 款 目
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 事業内容 補正理由・効果等補正額・財源

93,341 既定予算：2,879,921

国 101,255

県

市債 49,700

基金

その他特財

△ 57,614

△ 82,541 既定予算：210,007

国

県

市債

基金

その他特財

△ 82,541

5,000 既定予算：302

国

県

市債

基金

その他特財 5,000

0

2,400 既定予算：3,500

国

県

市債

基金

その他特財

2,400

環境課

事業費

一般財源

事業費

一般財源

福祉総務課

事業費

一般財源

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

8
衛
生
費

環
境
衛
生
費
／
清
掃
総
務
費

107
／
111

西部衛生施設
組合負担金

　国の補正予算により，令和8年度実施予定の事業
費を前倒しで計上する。
　あわせて，西部衛生施設組合の決算見込の確定
による調整を行う。

　国の補正予算による熱利用施設建設事業費の追加による西部衛生施設組
合負担金の増額及び西部衛生施設組合の決算見込みに伴う負担金の減額

9
衛
生
費

清
掃
総
務
費

111 

西部環境整備
施設組合負担
金

　西部衛生施設組合による新ごみ焼却場の運用開
始に基づいた，西部環境整備施設組合の決算見込
の確定による調整を行う。　西部環境整備施設組合の決算見込みによる負担金の減額

10
民
生
費

社
会
福
祉
総
務
費

75 
福祉基金積立
金

　企業から寄附の申し出があったことに伴い，基
金に積み立てを行う。

　市民及び企業から頂いた寄附金等を社会福祉事業に活用するため，福祉
基金へ積立を行う。
【特定財源】寄附金
【寄附者】大新土木（株），カミシマ技研(株）

11
民
生
費

社
会
福
祉
費

77 

笠岡市社会福
祉協議会地域
福祉活動推進
事業補助金

　健全化プランにおいて，令和7年度中に適切な補
助額を算定することとしていたが，この度補助基
準が決定したため，追加交付を行う。

　財政健全化プランにより補助基準が明確でないことを理由に，1/2とし
ていたが，この度補助基準が決定したため，追加交付を行う。
【対象】（福）笠岡市社会福祉協議会
【補助額】正職員人件費の平均を基に算出

3
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No. 款 目
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 事業内容 補正理由・効果等補正額・財源

518 既定予算：1,682

国

県

市債

基金

その他特財

518

1,747 既定予算：32

国

県

市債

基金

その他特財

1,747

101,580 既定予算：1,306,700

国 50,770

県 25,385

市債

基金

その他特財

25,425

79,220 既定予算：301,000

国 39,500

県 19,750

市債

基金

その他特財

19,970

事業費

一般財源

地域福祉課

事業費

一般財源

事業費

一般財源

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

12
民
生
費

社
会
福
祉
費

77 
ささえあい活
動助成事業補
助金

　健全化プランにおいて，令和7年度中に適切な補
助額を算定することとしていたが，この度来年度
以降の補助基準が決定したため，令和7年度におい
ても，不足する額について追加交付を行う。

　地域住民等が主体的に行うささえあい活動に対し補助金を交付する本補
助金において，あらかじめ予定していた下期（10月から3月まで）の事業
について支障が出ている状況であるため，補助金の追加交付を行う。
【対象】（福）笠岡市社会福祉協議会

13
民
生
費

障
害
福
祉
費

77 
島しょ部障害
福祉サービス
事業補助金

　社会福祉協議会の赤字補填について，事業費の
見込みが算出されたため，補正計上する。

　島しょ部で障がい福祉サービス提供を行う事業者に対する補助金の追加
【事業費内訳】
　事業費補助　＋3
　（既定予算　32　補正後　35）
　社会福祉協議会の赤字補填　＋1,744
　（既定予算なし）
　6年度に引き続き，7年度も全額補填とする

14
民
生
費

障
害
福
祉
費

77 
障害福祉サー
ビス

　就労継続支援費等の利用者の増に伴い給付費に
不足が生じるため，事業費を追加する。　障がい者総合支援法に定める各種給付費の追加

15
民
生
費

児
童
措
置
費

97 
障害児通所給
付事業

　放課後等デイサービス費等の利用者の増に伴い
給付費に不足が生じるため，事業費を追加する。　障がい児に対する児童福祉法による支援サービスの給付費の追加

4
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No. 款 目
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 事業内容 補正理由・効果等補正額・財源

18,508 既定予算：7,164

国

県

市債

基金

その他特財

18,508

2,157 既定予算：43

国

県

市債

基金

その他特財 2,157

0

19,031 既定予算：40,300

国 10,729

県 3,578

市債

基金

その他特財

4,724

長寿支援課

事業費

一般財源

子育て支援課

事業費

一般財源

こども育成課

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

16
民
生
費

老
人
福
祉
費

83 
島しょ部介護
サービス事業
補助金

　島しょ部の介護サービス事業所の実績が増加し
たこと及び社会福祉協議会の赤字補填について事
業費の見込みが算出されたため，補正計上する。

　島しょ部で介護サービスを行う事業者に対する補助金の追加
【事業費内訳】
　事業費補助　＋2,645
　（既定予算　5,832　補正後　8,477）
　家賃補助　△672
　（既定予算　1,332　補正後　660）
　社会福祉協議会の赤字補填　＋16,535
　（既定予算なし）
　6年度に引き続き，7年度も全額補填とする。

17
民
生
費

児
童
福
祉
総
務
費

89 
子育て基金積
立金

　企業等から寄附の申し出があったことに伴い，
基金に積み立てを行い，今後の子育て支援事業に
活用する。

　個人，企業等から子育て基金に寄せられた寄附等を積み立てる。
【特定財源】寄附金
【寄附者】（一社）未来野良，カミシマ技研(株)，個人寄附

18
民
生
費

児
童
措
置
費

95 
地域型保育事
業

　公定価格の改定等により給付費に不足が生じる
ため，事業費を追加する。　公定価格の改定等に伴う事業所内保育所に対する給付費の追加

5
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No. 款 目
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 事業内容 補正理由・効果等補正額・財源

10,770 既定予算：33,420

国

県 7,600

市債 2,400

基金

その他特財

770

60,430 既定予算：396,750

国 25,000

県

市債 33,800

基金

その他特財

1,630

79,880 既定予算：67,260

国 41,899

県

市債 35,800

基金

その他特財

2,181

建設管理・事業課

事業費

一般財源

事業費

一般財源

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

19

農
林
水
産
業
費

漁
港
管
理
費

127 

水産基盤ス
トックマネジ
メント事業

　国の補正予算により，令和8年度実施予定の事業
費を前倒しで計上する。
　あわせて，事業の進捗に伴い事業費を調整す
る。

　国の補正予算に伴う高島漁港の防波堤の機能保全工事の事業費の追加及
び事業の進捗に伴う事業費の調整
【事業費内訳】
　委託料　　　　　 413
　工事請負費　　10,300
　事務費  　        57

20
土
木
費

道
路
新
設
改
良
費

139 

篠坂スマート
ＩＣアクセス
道路等整備事
業

　国の補正予算により，令和8年度実施予定の事業
費を前倒しで計上する。
　あわせて，事業の進捗に伴い事業費を調整す
る。

　国の補正予算に伴う令和8年度からの工事着手を見据えた工事委託料の
追加及び事業の進捗に伴う事業費の調整
【事業費内訳】
　委託料　　　　94,423
　工事請負費　 △5,099
　補償費　　　△39,257
　事務費　　　　10,363

21
土
木
費

橋
梁
新
設
改
良
費

141 
橋梁長寿命化
事業

　国の補正予算により，令和8年度実施予定の事業
費を前倒しで計上する。
　あわせて，事業の進捗に伴い事業費を調整す
る。

　国の補正予算に伴う干拓3号大橋の橋梁補強工事の事業費の追加及び事
業の進捗に伴う事業費の調整
【事業費内訳】
　委託料　 　　　5,439
　工事請負費　　69,016
　補償費　　　　 1,779
　事務費　　　 　3,646

6
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No. 款 目
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 事業内容 補正理由・効果等補正額・財源

137,000 既定予算：734,600

国

県

市債

基金

その他特財 137,000

0

10,000 既定予算：600

国

県

市債

基金

その他特財 10,000

0

35,100 既定予算：なし

国 11,700

県

市債 23,400

基金

その他特財

0

ふるさと寄附課

事業費

一般財源

教育総務課

事業費

一般財源

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

22
総
務
費

一
般
管
理
費

47 
ふるさと納税
推進事業

　寄附金の増額見込みに伴い，補正予算を計上す
る。

　ふるさと納税の増見込による補正

　収入見込額：871,600（当初見込額　734,600）
　積立見込額　396,600（当初見込額　355,560）

23
教
育
費

事
務
局
費

157 
こども教育振
興基金積立金

　企業から寄附の申し出があったことに伴い基金
に積み立てを行い，今後の教育活動の充実のため
の財源として活用する。

　学校等の教育活動の充実を図る目的として採納した寄附金をこども教育
振興基金へ積み立てる。
【特定財源】寄附金
【寄附者】坂本産業(株)

24
教
育
費

学
校
建
設
費

163 ○
学校施設長寿
命化事業

　国の補正予算により，令和8年度実施予定の事業
費を前倒しで計上する。　国の補正予算に伴う笠岡小学校教室棟の屋上防水工事の前倒し

7
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No. 款 目
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 事業内容 補正理由・効果等補正額・財源

280,399 既定予算：なし

国

県

市債

基金 280,399

その他特財

0

生涯学習課

事業費

一般財源

特
定
財
源

25
教
育
費

社
会
教
育
総
務
費

171 

育英会奨学基
金積立金（天
野育英会）

　令和4年度に天野ルリ子氏より受納した寄附金
280,000の使途が確定したことから，目的に沿って
基金の積み替えを行う。

　経済的理由で進学が困難であり，人物・学業ともに優秀であると認めら
れる学生を対象に奨学金を給与する。令和8年度から奨学事業を開始する
にあたり，育英会奨学基金を設置し，令和4年度に受納した寄附金をこど
も教育振興基金から積み替える。
【事業費内訳】
　積立金　280,399

458,960

国庫支出金 △ 690,061

県支出金 11,282

市債 △ 48,800

基金繰入金 299,538

その他特定財源 95,964

791,037

事業費

一般財源

特
定
財
源

令和７年度
３月補正（第８号）

8
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令和７年度３月補正予算（第８号）の概要（繰越明許）
（千円）

6,699

国 6,699

県

市債

基金

その他特財

0

117,630

国 117,630

県

市債

基金

その他特財

0

209,813

国 101,255

県

市債 93,500

基金

その他特財

15,058

市民課

事業費

一般財源

事業費

一般財源

環境課

事業費

一般財源

No. 款 項
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 繰越額・財源 事業内容 繰越理由

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

1
総
務
費

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

8 
振り仮名法制化
対応事業

　戸籍システム及び住民基本台帳システムの改修等

　国庫補助金の採択に伴う令和8年度事業を前倒し
による。

・令和8年9月完了予定

2
民
生
費

児
童
福
祉
費

8 
物価高対応子育
て応援手当支給
事業

　0歳から高校3年生年代までの子ども1人当たり2万円の「物価高対応
子育て応援手当」の支給

　電算システムの改修が当初の予定よりも大幅に
遅れ，全体のスケジュールが後ろへ繰り下がった
ため。また，当該事業が令和8年3月末までの新生
児を対象としており，申請書の提出が4月以降にな
ることがあるため。

3
衛
生
費

清
掃
費

8 
西部衛生施設組
合負担金

　西部衛生施設組合の熱利用施設建設事業への負担金
　西部衛生施設組合において国庫補助金の採択に
伴い令和8年度事業が前倒しされたため。

9

9



No. 款 項
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 繰越額・財源 事業内容 繰越理由

900

国

県

市債

基金

その他特財

900

37,000

国 20,350

県

市債 14,900

基金

その他特財

1,750

7,711

国

県 7,635

市債

基金

その他特財

76

27,300

国

県 21,200

市債 4,900

基金

その他特財

1,200

子育て支援課

事業費

一般財源

建設管理・事業課

事業費

一般財源

事業費

一般財源

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

4
民
生
費

児
童
福
祉
費

8 
妊産婦外出支援
事業

　産婦への3万円給付事業
　令和7年度で事業が廃止となるが，年度末までに
支払が終了しなかった方へ給付する可能性がある
ため。

5
総
務
費

総
務
管
理
費

8 
交通安全施設整
備事業

　通学路等の整備事業
・対象　市道笠岡今井線

　支障移転物件の地権者との協議に不測の日数を
要し，事業完了が遅れるため。

・令和8年9月完了予定

6

農
林
水
産
業
費

農
地
費

8 

農業用施設整備
事業
（ため池防災環
境整備事業）

　防災重点ため池の廃止事業
・対象　次郎近衛谷池，藤曲池

　水路の改修に支障となる工作物の撤去等の地元
協議と用地の相続協議に不測の日数を要し，事業
完了が遅れるため。

・令和8年6月完了予定

7

農
林
水
産
業
費

水
産
業
費

8 

漁港施設整備事
業
（水産基盤ス
トックマネジメ
ント事業）

　漁港の機能保全事業
・対象　高島漁港

　国庫補助金の採択に伴い令和8年度事業を前倒し
するため。また，先行工事との工程調整などの協
議に不測の日数を要し，事業完了が遅れるため。

・令和8年8月完了予定

10

10



No. 款 項
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 繰越額・財源 事業内容 繰越理由

17,183

国

県

市債 15,400

基金

その他特財

1,783

18,000

国 9,000

県

市債 8,100

基金

その他特財

900

100,000

国 55,000

県

市債 40,500

基金

その他特財

4,500

6,500

国 3,575

県

市債 2,600

基金

その他特財

325

事業費

一般財源

事業費

一般財源

事業費

一般財源

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

8
土
木
費

道
路
橋
梁
費

8 

道路橋梁整備事
業
（地方道路整備
事業）

　市道の改良事業
・対象　市道笠岡311号宮地南平宮地線

　施工にあたり、地権者との協議に不測の日数を
要したことにより，事業完了が遅れるため。

・令和8年5月完了予定

9
土
木
費

道
路
橋
梁
費

8 

道路橋梁整備事
業
（狭あい道路整
備等促進事業）

　狭あいな市道の改良事業
・対象　市道東大戸220号田淵才崎線

　施工時期について，地元協議に不測の日数を要
し，事業完了が遅れるため。

・令和9年3月完了予定

10
土
木
費

道
路
橋
梁
費

8 

道路橋梁整備事
業
（国道２号バイ
パス関連道路整
備事業）

　国道2号バイパスのインターチェンジに接続する市道の改良事業
・対象　市道茂平148号長瀬笘無線外

　警察との交差点協議に不測の日数を要し，事業
完了が遅れるため。

・令和9年3月完了予定

11
土
木
費

道
路
橋
梁
費

8 

道路橋梁整備事
業
（無電柱化推進
事業）

　無電柱化のための電線共同溝特殊桝設置事業
・対象　市道金崎浜田線電線共同溝工事

　施工時期について，工事施工範囲の関係者との
協議に不測の日数を要し，事業完了が遅れるた
め。

・令和8年12月完了予定

11

11



No. 款 項
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 繰越額・財源 事業内容 繰越理由

400,322

国 199,178

県

市債 181,700

基金

その他特財

19,444

7,000

国

県

市債 7,000

基金

その他特財

0

13,000

国

県

市債 13,000

基金

その他特財

0

95,971

国 52,784

県

市債 41,600

基金

その他特財

1,587

事業費

一般財源

事業費

一般財源

事業費

一般財源

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

12
土
木
費

道
路
橋
梁
費

8 

道路橋梁整備事
業
（篠坂スマート
ＩＣアクセス道
路等整備事業）

　篠坂スマートインターチェンジ整備に向けたアクセス道路等の整備
事業
・対象　詳細設計，家屋調査，物件等補償，工事受委託

　国庫補助金の採択に伴い令和8年度事業を前倒し
するため。また，地元調整に不測の日数を要し，
事業完了が遅れるため。

・令和9年3月完了予定

13
土
木
費

道
路
橋
梁
費

8 

道路橋梁整備事
業
（道路整備事業
（防災・減
災））

　避難路等となっている市道の改良事業
・対象　市道絵師25号浜田線外1線

　地権者との協議に不測の日数を要し，事業完了
が遅れるため。

・令和8年7月完了予定

14
土
木
費

道
路
橋
梁
費

8 

道路橋梁整備事
業
（自然災害防止
事業(道路新設
改良)）

　災害発生予防等のための市道の改良事業
・対象　市道吉浜21号底樋鏡壱号線 外1件

　河川管理者との協議に不測の日数を要し，事業
完了が遅れるため。

・令和8年9月完了予定

15
土
木
費

道
路
橋
梁
費

8 

道路橋梁整備事
業
（橋梁長寿命化
事業）

　橋梁の長寿命化計画に基づく補修・修繕等
・対象　尾坂川10号橋外2橋　外3件

　国庫補助金の採択に伴い令和8年度事業を前倒し
するため。また，河川管理者との協議や設計業務
の完了に不測の日数を要し，事業完了が遅れるた
め。

・令和9年3月完了予定

12

12



No. 款 項
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 繰越額・財源 事業内容 繰越理由

48,700

国

県

市債 48,700

基金

その他特財

0

113,700

国

県

市債 113,700

基金

その他特財

0

42,000

国

県

市債 42,000

基金

その他特財

0

2,650

国

県

市債

基金

その他特財

2,650

事業費

一般財源

事業費

一般財源

農政水産課

事業費

一般財源

教育総務課

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

16
土
木
費

河
川
費

8 

河川整備事業
（自然災害防止
事業（河川総
務））

　災害発生予防等のための河川・排水路等の改良事業
・対象　鳥ノ江排水路 外3件

　工事施工に関する関係機関との協議に不測の日
数を要し，事業完了が遅れるため。

・令和8年12月完了予定

17
土
木
費

港
湾
費

8 

港湾施設整備事
業
（港湾施設長寿
命化事業）

　港湾施設の機能保全事業
・対象　大浦港1号浮桟橋

　工事計画断面の見直しが必要となり，事業完了
が遅れるため。

・令和8年8月完了予定

18

農
林
水
産
業
費

農
地
費

8 

農業用施設整備
事業
（国営寺間地区
共同工事委託事
業）

　国営事業による寺間排水機場の施設更新
　　総事業費　84,700
　　うち繰越　42,000

　寺間排水機場の建屋改修工事について，事業者
選定の遅れにより，工事完了が遅れるため。

・令和8年9月完了予定

19
教
育
費

小
学
校
費

8 

学校施設改修事
業
（小学校施設維
持改良事業）

　小学校における高圧受電設備の更新等に係る工事

※既収入特定財源　義務教育施設整備費引当基金繰入金1,200

　資材調達状況から，事業完了が遅れる見込みの
ため。

・令和8年5月完了予定

13
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No. 款 項
予算書
ページ

区
分
別
紙

事業名 繰越額・財源 事業内容 繰越理由

35,100

国 11,700

県

市債 23,400

基金

その他特財

0

2,300

国

県

市債 2,000

基金

その他特財

300

48,500

国

県

市債 48,500

基金

その他特財

0

事業費

一般財源

生涯学習課

事業費

一般財源

消防総務課

事業費

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

20
教
育
費

小
学
校
費

8 

学校施設改修事
業
（学校施設長寿
命化事業）

　笠岡小学校教室棟の屋上防水工事

　国庫補助金の採択に伴い令和8年度事業を前倒し
するため。

・令和8年8月完了予定

21
教
育
費

社
会
教
育
費

8 
カブトガニ博物
館施設整備事業

　カブトガニ博物館産卵池の擁壁漏水工事

　床掘の結果，当初想定していなかった漏水箇所
が確認され，追加調査及び補修方法の検討に不測
の日数を要したため。

・令和8年4月完了予定

22
消
防
費

消
防
費

8 
消防機庫建設事
業

　老朽化した真鍋島分団第1部消防機庫の更新

　工事落札後に請負業者と行った現場確認におい
て給排水管が敷設できないことが判明し，その対
応に時間を要したため。また，冬季は悪天候で
フェリーが止まり建設資材を輸送できない日が想
定されるため。

・令和8年7月完了予定

1,357,979

国庫支出金 577,171

県支出金 28,835

市債 701,500

基金繰入金 0

その他特定財源 0

50,473

事業費

一般財源

特
定
財
源

令和７年度
３月補正（第８号）

（繰越明許）
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